番外篇

昨年、２００９年は５人の新しい黒帯がチェルシー道場に生まれた。本人も嬉しいだろうが、私も「よくぞ頑張ってくれた」との思いがする。先輩クリント、先輩ジョン、先輩ザック、先輩スティーブン、先輩アラン。これは歳の順だが、それぞれ皆よくやった。

入門から黒帯になるまでの５～６年間、皆平坦な道だけではなかった。山あり谷ありのドラマがあったと思う。喜び、挫折、倦怠期、エキサイティングな日々、疑問、情熱、ビッグヘッド、謙虚、怪我、フラストレーション、様々あったと思う。

やはり誰でも、同じ事を何年も続けてやっているとスムーズだけでは行かないものである。だからこそ、黒帯に重みがあり、自分の経験に誇りと自信がもてるのではないだろうか。

一人づつ彼らの黒帯への道を思い出してみようと思う。

Ｓ．クリント（２０１０年３月現在５０歳）は、息子のザックに約１ヶ月遅れて入門した。若い頃、特にスポーツなどしたことはないと言っていたが、中々のコーディネーションと真面目な性格でup downなくコンスタントに出席を重ね、着実に進歩していった。夏場のスタミナにちょっと苦しんでいたものの、緑帯くらいまでスムーズに予定通り昇級したと思う。

でも、グッと厳しくなる３級への審査あたりで、彼はなんとかパスしたものの、疲れきった身体と、身体の痛み、まだ３回はある、しかもだんだん厳しくなる審査に黒帯までいけるのかと疑問に思い始めたのだろう。『How can I become a black belt?』と、クリントは少なくとも、２度、別々の時期に私にこのような質問をした。

自分の能力、可能性に疑問を感じたのだろう。

はっきり言って、インストラクターにできることは少ない。私が代わってあげることは出来ないのだ。自分を信じて、決意して稽古を続け、自分のベストを出す。と励ますくらいだ。結局、人間は自分のベスト以上のものは出せないのだから、ベストとなるよう、あきらめずに続ける。出来るまで続けるしかないと思う。

また、クリントは１級の審査に落ちた後、落ち込み悩んでいたようだったが、私が感じていたところでは、彼はかなりの部分で息子のザックとジェシィのために稽古をしているような所があったので、「息子のためだけで、厳しい空手の稽古は出来ない。特に、これから先、黒帯までの道は自分がしたいから空手をするという意思でやらないと難しいよ。」というようなことも話したと思う。

そのせいかどうかは分からないが、その後、クリントは迷わず稽古を続け、１級の時は年間１８６日回も稽古に来て、出席記録を大幅に塗り替え、黒帯テストにも合格した。彼が４９歳の時だったと思う。あきらめずにコツコツと自分の弱さと闘い立派だったと思う。また、２人の息子の父親としても挫折、葛藤、苦悩をしながらもやり遂げた姿は何よりの子供達への教育だったのではないだろうか。

また、彼はクリント・スペシャル・ノートを持ち歩き、技の名前や用語はもちろん、教典１～４まで、どこに何が書いてあるかのクイズもつくり、型にいたってはチャートのようなものがあり、基本その１だと、西に向い、前屈立・裏拳・正拳、次に東に向い同じく…とすべての型の表をつくっている。頼むとすぐコピーしてくれるので、欲しい人は一声かけるといいだろう。

次はＳ．ジョン（２０１０年３月現在４２歳）。彼は入門した時から意欲旺盛であった。コンスタントに出席し、約６年間モチベーションもほとんど落ちることなく稽古を続けたように思う。

でも彼にも様々あった。ジョンは一時期、仕事の都合で月～金まで出張し、毎週土曜のクラスだけしか稽古できなかった。それでも一年５２週の内、ほとんどの週末、きっちり出席し、たまのスケジュールのＯｆｆの日は、平日も出席していたので、年間６０日以上稽古していたようだった。これは、あまり出席率のよくない生徒以上の日数である。そんな稽古を一年から一年半ぐらい意欲的にやっていたと思う。こういう環境では普通の人は、すぐ辞めるものだが大したものである。こういうのがNever give up spiritsのいい例だと思う。


彼の空手の問題は、彼の思っている基準と私がなってほしい基準に差があった。特にスタンス。彼は身体が大きいのでスタンスを低く保つのが苦手なのだが、私が思うスタンスとなるのに５年かかった。いや、彼が１級審査に落ちて、やっと彼と私の基準の差がグッと縮まったと思う。（でも、本当は私はいまでも満足していない。）

Ｓ．ジョンは黒帯取得後も、型の自主稽古、クラスの指導、ファイトクラスと意欲的にこなしている。昔から空手の用語はよく知っていたが、クラスの構成も自分で考え、基本・型・組み手稽古を踏まえて、クラスのテーマを考え、中々の案を持ってくる。組み手も、鋭さはないものの、安定感があり、ほとんどの相手で安心して見ていられるようになった。

いい黒帯になった。ちなみに、彼と私は同い歳。ついでに、Ｓ．ロビンも同い歳。他の色帯の生徒にも私と同年代の生徒が随分いる。不思議と集まってくるのかもしれない。

次はＳ．ザック（２０１０年３月現在１５歳）　彼は９歳ぐらいで入門したと思うが、最初から上手くて強かった。もともと、その年代では大きな身体に、よいコーディネーションを持ち、気も強く、AttitudeもBehaviorも良かった。大会にも白帯の頃から出続けており、１～２歳上の相手とやっても引けをとることなく、いつも１位、２位の常連であった。何度も激しいファイトと勝ちっぷりで私を驚かせ、喜ばせた。

でも、そんな彼も、緑帯から茶帯になるにつれ最初のフレッシュでエキサイティングな空手への情熱は失せ、また同じ事を何度も何度もやって、アァーアというような目・態度となってきた。私に出来る事はあまりない。自分の出来るベストのクラスを教え、たまにちょっと励ましのヒントをあげ、あとは頑張るのを待つだけである。

そんな時、本当に助けとなったのは親のクリントだった。何故、空手を最後まで続けるべきか？何事においても、人生においても、諦めず、一つ一つに全力を尽くし、ゴールを目指せというようなデイスカッションをしたのではないかと想像する。また、その頃、ホームウッドの本部の黒帯クラスにも出席するようになり、最高師範の直接の指導とチェルシー道場というcomfortable zoneから出て、リフレッシュされたのだろう。ある時から、目付きが変わり、スタンスにもも技にも気合が乗り始めた。こうなれば、彼の場合、黒帯は時間の問題で、本人は満足はしていなかったものの、黒帯にしっかりパスした。黒帯になった彼は、新たな境地が開けたのだろう。いつも黒帯らしい態度と技を見せている。

Ｓ．ザックはＳ．クリントの助けがなく、「好きなようにしろ」との言葉だけだったら、まず黒帯にはなれなかったと思う。また、Ｓ．クリントも子供が見ているから、諦める姿を見せられないと思うからこそ、黒帯まで必死に昇ったのだと思う。親子が助け合った結果の同時黒帯昇段だったと思う。Ｓ．クリントには、今、３級になるもう一人の息子ジェシィがいるので、彼の闘いはまだまだ続きそうである。

Ｓ．スティーブン（２０１０年３月現在１５歳）　彼は今では、痩せているものの、背も高くなり体つきも少しガッチリしてきたが、入門当時はとてもスキニーで、いつもニコニコとかわいらしい子供であった。コーディネーションもよく、空手が好きといった感じが目や態度にいつも表れていた。腕立てなども強く、連続１１０回の記録は今も破られていないと思う。

彼も茶帯くらいまでは、あまり大きな山もなく、当たり前のように昇級していった。ただ、ここら辺りから少しづつ試練が回ってきた。やはり、３年も４年もやっていると、“I can do it. I know it.”といったAttitudeになり、その先にある空手を深く追っていくという世界を見れなくなるのだろう。ここから先は忍耐と自分で自分の目標を見つけ、Self motivateしていかないと中々黒帯まではいけないだろう。段々、彼の稽古にもフレッシュな態度がなくなっていった。

また、彼の場合は良い時と悪い時の差が大きかった。その日の気分や体調により稽古の質が左右されることが目に付いた。勿論、喘息や背骨や間接の調子が良くないという理由もあるのだが、そこをコントロールして自分と闘うのが本当の稽古であり、黒帯への道だと私は思っている。
特に黒帯の審査で体調の悪化から、十人組手を完遂できず、再テストとなった時、彼の落ち込みはかなりひどかった。一ヶ月くらい静かに見守っていたがAttitudeもBehaviorも甘えているので、１,２度ガツンと注意したと思う。もしかして、このまま辞めるのではと頭をよぎったこともあるが、本人は好不調の波はあるものの稽古をし続けていた。

その内、だんだん声が力強くなり、土曜のファイトクラスにも自分から出席し始め、自分の弱さと向きあい始めたと思う。

再審査の当日、組手がきつくなった時、何度も自分で自分に大きな気合を入れているのを聞いた時、これで大丈夫だと、ちょっとホッとした。そのファイトの際の、母親のステファニーの身をよじるような必死の励ましの姿と声が今も目に浮かぶ。Ｓ．スティーブンは、よく立ち直ってトライし、黒帯になったと、彼の忍耐と情熱を心から褒めてあげたい。

Ｓ．アラン（２０１０年３月現在１３歳）　彼は私の最年少の黒帯である。たしか５歳で入門したと思う。道場の壁に彼の昔の写真が貼ってあるが、まぁ本当に可愛らしい。

彼は真面目な子で、いつもしっかり押忍と返事し、一生懸命やっていた。

彼の最初のハードルは確か緑帯の頃の１２月のトーナメントでの敗退だったと思う。

誰もが一度や二度、あるいは何度も負け、そこから努力して、自分の弱さと闘って行くのが稽古なので、私はあまり多くは言わないが、父親のスコットがなんとか彼の自信を戻してあげたいと新年明けてすぐ、次の春のトーナメントの為、プライベートレッスンをお願いしたいと頼みに来た。

アランはマンツーマンのプレッシャーある厳しい稽古に必死についてきた。苦しそうになった時励ますと、「押忍」と大きな声で返事し頑張る姿がとても良かった。

トーナメントの本番は、なかなか小説やドラマのように思うようにいかないものだが、彼は激戦を勝ち抜き優勝した。アランの疲れた中のホッとしたスマイルと、スコットの大きいスマイルが心に残る。

また、茶帯になったぐらいから一時期モチベーションも下がり、技や動きに気合が伴わない時もあったが、１級なった頃より自覚が出来たのか、上手くなろう、黒帯になりたいという意欲が見え始めた。何より素直で、何かアドバイスや注意を与えると「押忍」といい感じの返事をいつもしていた。そして黒帯にしっかりパスした。

彼もお父さんのスコットの助けや励ましがあったからこそ、黒帯になれたのだと思う。感謝しなければいけない。今は身体もだんだん大きくなり、少年の顔つきからティーンエージャーの顔つきと変わり始めた。これから楽しみである。

私は黒帯を取ったのは、大学を卒業したもののように思う。白・青は小学生、黄・オレンジは中学生、緑は高校生、茶帯は大学生といったとこだろう。大学を卒業して人生の次の始まりなのである。空手も黒帯を取ってからが自分の空手を目指していく準備が出来るようなものなのだと思う。これからが本当の稽古なのだと思う。だから、初段と言うのだろう。これからも頑張って欲しいものである。
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